
５３０４ 

デジタルアーカイブの調査と今後の動向 
A Study Of Digital Archives And Their Future Trend 

 
 

CS３１ 長島卓 

指導教員 杉本文司 

 

１．はじめに 

平成 21 年 3 月に本校のイタリア研修旅行に参

加した．イタリアには多くの芸術品があるが，訪問

時には修復中の収蔵品が多く全てを見ることはで

きなかった．ウフィッツィ美術館の絵画や建造物の

修復に日本企業が技術協力しているとの説明に興

味を持った． 

帰国後，ウフィッツィ美術館の収蔵品デジタル

化プロジェクトから,始めてデジタルアーカイブとい

う技術領域を知り，情報工学との関係に興味をもっ

た．株式会社凸版印刷が 2000年から 3年間，ウフ

ィッツィ美術館の収蔵品 1200 点をデジタル化する

プロジェクトに参画していた． 

このプロジェクトからデジタルアーカイブの現状

がどのようであるか．デジタルアーカイブの問題点

を情報技術でどのように解決できるか．私が学んで

きたプログラミング技術やデータベース技術，セキ

ュリティ技術がデジタルアーカイブとどのように関わ

り合っているのかに興味を持った． 

本卒業研究では，デジタルアーカイブ技術を支

えるデジタルアーカイブ実務者を訪問し調査した．

実状の調査をもとに，改善案の提示と，デジタルア

ーカイブ試作を目的に卒業研究にとりくんだ． 

 

２．デジタルアーカイブの調査実状 

データベース製作会社によるとデジタルアーカ

イブにはデータベースソフトOracleが使用されてい

る事が多いという．Oracle を利用する理由を次に分

析した． 

・企業ベースの資産の一部なので，信頼性が

高いデータベースが要求される． 

・他の業務システムが Oracleを使っている． 

・オンライン（ネットワーク）で多数同時アクセス

に耐えられる． 

企業・法人ベースとなると，複数の人が違う目的

で登録アクセスするので，ある程度各利用者の要

求をかなえられるデータベースにするには「データ

ベース設計」というプロセスが必要．そうするとデー

タの信頼性，正確性，性能，エラー時の回復迅速

性などを考えての設計となる． 

 

３．デジタルアーカイブ試作例 

本校の経営母体であるサレジオ会には創始者

チマッティ神父に関する資料が多数展示されてい

る「図 1.チマッティ資料館」がある．ホームページも

開設され努力されているが，保存資料は，未だデ

ジタルアーカイブされていない実情が分かった．こ

の資料館に収蔵されている保存資料に対して調査

してきた技術を活かしたいと考え，一部音楽資料

等をデジタルアーカイブ化する提案をした． 

 収蔵品には写真や手紙，楽譜，さらには化石や

昆虫・貝類等の標本まで展示している．膨大な資

料をデジタル化するには多くの時間を要することも

分かった．本卒研では 1000曲近くある「図 2.楽譜」

を実際にデジタル化し，試作提案をした． 

 
図１．チマッティ資料館 

 
図２．楽譜（デジタルアーカイブ資料） 

 

４．おわりに 

チマッティ資料館の貴重資料をデジタルアーカ

イブ化する提案，特に技術的な方法を提案できた．

試作は楽譜の一部をデジタル化であった．今後，

本卒研を引き継ぎ,多くの資料がデータベース化さ

れ構築されることを期待する．今回の提案と試作は

チマッティ資料館の今後の指針になった． 
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